
〔寄生虫学雑誌第40巻第２号170-176頁，１９９１４〕

曰本における人体寄生裂頭条虫属各種の

虫卵の大きさと形態の比較

前嶋條士矢崎誠一福本宗嗣

（掲載決定:平成３年４月１日）

要約

日本海裂頭条虫Djp/MZo6otMum〃i/DC"んaie"ｓｅＹａｍａｎｅｅｔａＺ.，l986ヒト寄生虫体の虫卵

の大きさと形態（長径，短径および長径／短径比）を計測し，広節裂頭条虫D・ＺａｔｌＬｍ（Linnaeus，

1758）の虫卵および今まで日本で報告されている海洋性裂頭条虫人体例の虫卵と比較した。５９例の

日本海裂頭条虫について無作為に選んだ成熟節の一部から得た虫卵には長径52.5-77.5/ｕｍ，短径

35.0-50.ｑｕｍの変異幅があり，平均値は長径55.8-68.9,ｕｍ，短径39.3-46.Ｌｕ、（平均62.5

×43.0ｌｕｍ）の範囲に分布した。広節裂頭条虫人体例８虫体の虫卵の大きさは55.0-75.0×42.5-

52.5,ｕｍの変異幅で，平均値は59.4-71.0×44.6-49.5/uｍ（64.6×46.5ﾉｕｍ）でやや大型であっ

た。海洋性裂頭条虫人体寄生23例の虫卵の平均値の分布は，卵殻が厚く表面に深いｐｉｔｓが認めら

れるＤ・ＳＣＯ血、（RennieetReid’1912）および米子裂頭条虫Ｄ、ｙｏ"αgoe7DseYamaneet

aZ.，1981は短径46,Ｕｍ以上であり，また表面に深い点刻（pits）を有するが，卵殻はうすい太平

洋裂頭条虫Ｄ・ｐａｃ城cum（Nybelin，1931)，アザラシ裂頭条虫Ｄ、ノtiα'zｓ（Diesing，1850)，

カメロン裂頭条虫Ｄ・came7o7ziRausch，1969,,.ｓp・（ＫａｍｏｅｔａＺ.，1986）などは短径が

46ﾉｕｍ以下，長径が56Ium以下の範囲であることでそれぞれ日本海裂頭条虫卵とほぼ区別された。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｃｅｓｔｏｄａ，egg-size，，．〃i/zo〃んαie７ｚｓｅａｎｄｍａｒｉｎｅｂｒｏａｄ－ｔａｐｅｗｏｒｍｓ

虫と混同されていたために検討が行なわれないまま後者

の虫卵の特徴がそのまま通用している状況であり，ごく

少ない虫卵計測値の報告においても参考程度の記載で論

議の対象とされていない。とくに条虫症では患者が自覚

症状のないまま虫体排出に気づいて近くの医療施設へ持

ち込んで治療されているケースが多い。そのため同定に

あたって観察されるのは排出された成熟節の子宮内卵が

主である。そこで日本海裂頭条虫成熟節の子宮内卵の大

きさを計測するとともに，全片節内における大きさ，形

などに変化があるかどうか，また日本で見られる他の裂

頭条虫類の虫卵や広節裂頭条虫の虫卵と違いがあるかど

うかを比較検討した。

材料と方法

虫卵を計測した日本海裂頭条虫はホルマリン固定虫体

で鳥取（20)，大阪（６），石川（５），島根（５），東京

（５），青森（４），兵庫（３），福岡（２），秋田，新潟，

静岡，愛知，岐阜，広島，山口，長崎，沖縄各１合計５９

例を選んで使用した。鳥取以外の虫体は諸大学から提供

された成熟節の一部である。これらはすべて全体染色封

入および切片染色標本を作成し，形態的基準（加茂，

緒言

広節裂頭条虫卵の大きさは宿主の種類，虫体の大きさ

や成熟度，さらに地域によっても異なることから広節裂

頭条虫とされている虫体のなかに他の種類が含まれてい

る可能性があることはすでに指摘（Meyer，1966）さ

れていた。実際に，日本で広節裂頭条虫とされていたも

のは北欧原産の種類とは異なる日本海裂頭条虫であるこ

と（ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．，1986）が明らかにされた。一方，

我が国の裂頭条虫類ヒト寄生例の中には日本海裂頭条虫

だけでなく，海産哺乳類を終宿主とするいくつかの種類

があることも明らかにされ，鑑別の必要性が生じている。

日本海裂頭条虫および日本近海産哺乳類に見られる裂頭

条虫類の鑑別についての形態的基準は加茂（1978）およ

び加茂ら（1982a）がまとめている。しかし，これらの

鑑別には卵殻の厚さやｐits（点刻）の有無はとくに重

要な参考となる（加茂，1989）が，虫卵の大きさや形は

同定基準としては明確な役割を果しているとはいえない。

日本海裂頭条虫の虫卵については長いあいだ広節裂頭条
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1978）をもとに日本海裂頭条虫と同定されたものである。

虫卵の大きさはそれぞれ30個の平均値である。

日本海裂頭条虫のうち比較的完全な，長さがそれぞれ

380,440,560,910cmの４虫体については，未熟片節に

近い部分に虫卵が現れた個所およびそれ以降のおよそ４０

cm毎に虫卵を計測した。しかし，虫体後方の老熟片節で

異常形態（小蓋のないもの，卵殻が部分的に異常に厚い

もの，内容の異常なものなど）を示す虫卵が半数以上見

いだされた場合は計測を中止した。また同じようにホル

マリン液中に保存されていたフィンランド原産広節裂頭

条虫のヒト寄生８虫体の子宮内卵についても比較のため

計測した。

結果

ほぼ完全な日本海裂頭条虫４虫体は，固定方法の差で

収縮度は異なっていたが，頭端からおよそ40-80cmの片

節で虫卵が見いだされた。４０cmおきの片節における虫卵

の大きさは52.5-75.0×35.0-48.3Iumで，長径22.5

〃ｍ，短径13.3ﾉｕｍの変異幅がみられた。平均値はほ

ぼ長径5ａｕｍ以上，短径461ｕｍ以下の範囲に分布し，

虫卵30個以上が最初に見いだされた片節から後方へ向かっ

て長径・短径ともに大きくなる傾向を示した（Fig.１)。

全長560cmの虫体（ａ）では，後方400-560cmの老熟

片節で半数以上の異常虫卵が出現したが，それまでに長

径は13.3ﾉＵｍ，短径は4.2ＩＵｍ増加した。全長440cmの

虫体（ｂ）でも後方の片節320-400cmに異常虫卵の出現

がみられたが，それまでに長径は10.6,Ｕｍ，短径は5.4

｣ｕｍ増加した。全長910cmの虫体（ｃ）では短径はほと

んど変わらず長径は８/Ｕｍ増加したが，540cm以降の片

節内に虫卵はまったくみられなかった。全長380cmの虫

体（ｄ）でも340cm以後の片節には半数近くの異常虫卵

があり，それまでに長径は6.6〃ｍ，短径は3.3Ium増

加した。長径・短径の増加はとくに100-200cmまでは急

速であったが，短径より長径の増加が大きいため長径／

短径比も増加した。すなわちこの間卵円形ないし短楕円

形から長楕円形に変化する傾向を示した（Ｆｉｇ．２）。

日本海裂頭条虫の全片節における位置不明の部分的な

59虫体の子宮内卵の大きさは52.5-77.5×35.0-50.0

ﾉｕｍで長径は25.01(ｚｍ，短径には15.01(ｚｍの変異幅が

みられた。５９例の平均値は55.8-68.9×39.3-46.1

(62.5×43.0）ｕｍの範囲で，長径／短径比は1．３１－

１．６７（平均１．４６）であった。広節裂頭条虫８虫体の虫卵

の大きさは55.0-75.0×42.5-52.5ｌｕｍで長径20.0

ノリ、，短径10.0,ｕｍの変異幅がみられ，平均値は59.4-

71.0×44.6-49.5/uｍ（64.6×46.5〃、)，長径／短径

比は1.32-1.46（平均１．３９）であった。卵殻の厚さは日

本海裂頭条虫卵，広節裂頭条虫卵ともすべてうすく２

Ｉｕｍを越すものはなかった。

なお，これらの平均値は日本海裂頭条虫以外のヒト寄

生裂頭条虫類症例として日本でこれまでに報告されてい

る虫卵の平均値とともにＦｉｇ．３に示した。計測した５９

例の日本海裂頭条虫では平均値がほぼ長径56,ｕｍ以上，
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短径46,ｕｍ以下の範囲（Ａ）に，広節裂頭条虫は長径

56ｌｕｍ以上短径46Ｉｕｍ以上の範囲（Ｂ）に８例中７例

が分布した。なお，海洋性裂頭条虫として報告されてい

る虫卵の平均値は短径46Ium以上（Ｂ）および長径５６

IUm以下，短径46〃ｍ以下（Ｃ）の範囲に分布した。

考察

日本海裂頭条虫では虫卵が出現してから急速に長径６．６－

１３.ａｕｍ，短径3.3-5.4Iumの増加が見られ，大きさ

を増す傾向が見られた。とくに長径の増加は短径のほぼ

倍であることから示されるように，若い片節内の虫卵は

長径／短径比の小さい短楕円形ないし卵円形のものが多

かったが，観察したところでは形態的に正常と考えられ

た。完全な４虫体の37ケ所の平均値（56.3-68.3×40.9-

46.0〃、）と無作為に選んだ成熟節59例の平均値（55.8-

68.9×39.5-46.Ｌｕ、）とのあいだに大きな差がないこ

とから，この範囲が日本海裂頭条虫卵のおよその分布を

示すものと考えられた。

AndersenandHalvorsen（1978)が報告した広節裂

頭条虫卵平均値の分布は実験動物からえられた虫卵であ

るため正確な比較とはならないが，今回計測したフィン

ランド原産広節裂頭条虫卵とほぼ同じ範囲であった。計

測数は少ないものの変異幅は日本裂頭条虫卵とほぼ同じ

程度であった。しかし，長径に大きな差が見られないう

え，短径が大きいために平均値の分布はやや偏り，広節

裂頭条虫卵のうちもっとも細長い虫卵（最大の長径／短

径比１．４６）よりさらに細長い日本海裂頭条虫卵（長径

／短径比1.46以上）は59例中44％を占めるなどある程度

の差が見られた。広節裂頭条虫卵の大きさは52-76×36-

56〃、（Magath，1929)，48-75×33-57/Uｍ（Vegeer，

1936）などの報告があり，日本海裂頭条虫卵同様およそ

長径で30Ium，短径も20,ｕｍの変異幅がある。この変

異幅は虫卵測定にあたって固定液の種類，計測虫卵数な

ど，今まで厳密に検討されているとはいえない諸条件か

ら想定される小さな誤差を無視できるほど極端に大きい

ものである。しかし変異幅は大きいとしても平均値の分

布に偏りが見られるのは，極端な大小があっても全体的

にはかなり同じような大きさの虫卵が多いようであり，

平均値の分布範囲の偏りは重要と考えられた。Rausch

andHilliard（1970）の報告したアラスカ産ヒト寄生

虫体35例の子宮内卵の平均値は62-76×42-5Ｌｕ、（６７

×47,ｕｍ）で日本海裂頭条虫卵よりはやはり大型のよう

である。日本海裂頭条虫卵の大きさが記録されている例

は少ないが，51.3-62.2×38.8-42.7ノリ、（吉村・石郷

岡，１９７４：５例)，６１．０×41.叩、（太田ら，1974)，６２．２

×42.7/uｍ（高橋ら，1981)，57.8-66.3×37.2-44.8

1uｍ（宮原・矢崎，１９９０：６例）など短径の小さい平均

値が報告されている。日本産虫体に対して今まで与えら

れていた虫卵の標準像（加茂，1978）は55-75×40-55

,uｍ（70×4ａｕｍ）であるが，今回の計測でも62.5×

43.0ﾉｕｍであり，広節裂頭条虫に比較して小型の虫卵

であることを修正しておく必要があろう。
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（★）ｂｙＫａｍｏｅＺα/､（1981),，./ｉｊα"ｓ（●）ｂｙＫａｍｏｅ/α/､（1988)ａｎｄＤ・ｓｐ.(Zunknownmarinespecies：▼）
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Horizontaldot-dashlineistheborderbetweenD.〃//zo"ｋａｊｅ"seandZmarinespecies(，.〃ﾉﾉzo"ｋａｊｅ"ｓｅａｎｄ

Ｄ・SCO加加),andverticaldot-dashlineistheborderbetweenD.〃ﾉﾉ、"ｋａｊｅ"seand5marinespecies(Ｄ・ｐａｃ(/ｉｒａｲ、，

Ｄ・ｃａｍｅｒｏｍ,，.〃ｊα"ｓａｎｄＤ､ｓｐ.)．

虫卵計測値を分類基準とするについては疑わしいとの

指摘（Meyer，1966）もあるが，多くの要素を考える

必要はあるものの，虫卵の平均値には境界が存在し同定

に有用（AndersenandHalvorsen，1978)，または淡

水性と－部の海洋性裂頭条虫との長径／短径比は異なる

(Hilliard，1960）などの指摘もある。そこで今まで日

本で日本海裂頭条虫以外に報告されている海洋性裂頭条

虫類虫卵の平均値の分布に境界を設定できるかどうかを

検討した。そのうち卵殻が２－４αｍ程度と厚く，表

面に深いｐｉｔｓが見られるＤ、ｓｃｏｔｍｍ（Ｆｕｋｕｍｏｔｏｅｔ

ａＺ.，1988b）や米子裂頭条虫（加茂ら，1977,1988；

ＹａｍａｎｅｅＺａＺ.，１９８１；長谷川ら，1984,1989；影井

ら，１９８７；平井ら，1988）の虫卵は長径6Ｍｍ以上，

短径は46,ｕｍ以上の範囲に分布した。平均値のうち原

記載の米子裂頭条虫卵（ＹａｍａｎｅｅｔａＺ.，1981）１こつ

いては小型すぎるとして平井ら（1988）によっても60.4-

66.8×44.9-50ﾉｕｍと訂正されているが，前嶋ら（1983）

の再計測値，６１×48,ｕｍを用いた。卵殻が２ﾉｕｍ以下

とうすく深いｐｉｔｓが見られる太平洋裂頭条虫（加茂ら，

1982ｂ；真喜屋ら，1987；坪井ら，１９８８；肥後ら，1988；

矢崎ら，1990)，アザラシ裂頭条虫（Ｋａｍｏｅｔａ山

1988)，カメロン裂頭条虫（ＫａｍｏｅｔａＬｌ９８１)，Ｄ・

sp．（ＫａｍｏｅｔａＺ.，1986）などは長径が56ﾉＵｍ以下，

短径は46,ｕｍ以下の範囲に分布する小型虫卵群であっ

た。長径／短径比を比較すると，日本海裂頭条虫卵1.31-
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Abstract •
i

COMPARATIVE STUDIES ON EGG-SIZES AND -FORMS OF

VARIOUS DIPHYLLOBOTHRIUM SPECIES FROM MAN IN JAPAN

JOJI MAEJIMA, SEIICHI YAZAKI AND SOJI FUKUMOTO

Department of Medical Zoology, Tottori University School of Medicine, Yonago 683, Japan

The size and form (length, width and length/width ratio) of eggs of Diphyllobothrium nihonkaiense

were compared with those of D. latum in Finland and some marine species of Diphyllobothrium from man

in Japan.

The egg sizes of 59 D. nihonkaiense strobilae from man ranged from 52.5 to 77.5/zm in length and

from 35.0 to 50.0/*m in width. The mean values ranged from 55.8 to 58.9//m in length and from 39.3 to

46.1/*m in width.

The corresponding sizes of 8 D. latum eggs from man varied between 55.0 and 75.0/am and 42.5 and

52.5//m, and the mean values between 59.4 and ll.Ofim and 44.6 and 49.5 m, respectively.

Eggs of the two marine species, D. yonagoense and D. scotium, having thick-shelled eggs with pits

on the egg-shell were wider than those of D. nihonkaiense. The borderline was on the mean width of 46/jtm.

Eggs of the five marine species, D. pacificum, D. cameroni, D. hians and 2 unknown marine species,

having thin-shelled eggs with pits were smaller than those of D. nihonkaiense. The borderline was on the

mean length of 56//m.




